
北海道ポーランド文化協会

会報 POLE第 1～ 53号 目次
(敬称略)

創刊号 (1987.H.16)北海道ポーランド文化協会設

立総会 (1987.10.2)開 かれる/今村成和「発起人代

表のあいさつ」/熊倉ハリーナ「《ポ文協》の設立

をお祝いします」/灰谷慶三「設立の経緯」/遠
藤道子「私とポーランド～ 22年前のワルシャワ」

/小林暁子「カーシャの贈り物」/馬場恵美子「エ

スペラント語～ザメンホフ生誕百年記念大会に参

加 して」/創立記念講演会・伊東孝之「日本の武

士とポーランドのシラフタ」、藤原勲夫「ポーラン

ドの義務教育をかいまみて」(1987.H.28)の お知ら

せ/国際交流プラザサロンディスカッション「最

近のポーランド事情」 (イ ェジー 。マレク・ルジン

スキ ,1987.H.19)の 案内/伊東孝之「ポーランド・

クロニクル 1987.7.31～ 10.14」

第 2号 (1987.12.30)第 2回例会「シマノフスキ～

人と音楽」 (講演マリア ,マティ、ピアノ演奏 :中

村玲子、大和田りえこ,1988.1.23)の お知らせ/佐々

木秀明「スタシスさんのこと」/藤原興生「夢の

民族 。未知の言語」/シ ョパン全曲演奏シリーズ

第 13回 (1988.3.18)、 第 6回北海道ショパン学生コ

ンクール (1988.4.29)の お知らせ

第 3号 (1988.3.2)第 3回例会「ポーランド語の世

界」 (ポ ズナン大学言語学研究所所長イェジー 。バ

ンチェロフスキ ,1988.3.12)の お知らせ/第 4回例

会「キュリー夫人の業績と生涯～生誕百周年にあ

たって」 (ウ ッチエ科大学前学長イェジー・クロー ,

1988.3.26)のお知らせ

第 4号 (1988.8.31)第 4回例会ポーランド。日本

協会会長クロー教授の講演行われるんキュリー夫

人の業績と生涯/シ ョパン音楽祭 (1988.9.13)の お

知らせ/第 2回総会 。ポ文協創立 1周年記念パー

ティー (1988.10.17)の お知らせ/ポーランド日本

協会ウッチ支部より「文通 して下さい」/伊東孝

之「ポーランド・クロニクル 1987.H～ 1988.7.16」

第 5号 (1989.2.16)本 の紹介 (1)伊東孝之著『ポー

ランド現代史』 (高岡健次郎)。 (2)米川和夫訳『北

の十字架～ポーラン ド詩集』/ポーラン ド航空

チャーター便の案内

第 6号 (1989.4.19)本間富雄「ポーランドと私」/
「読者からの手紙」吉田邦子 (当 時ウィーン在住)

/ポーランド。日本協会だより「日本のみなさま

へ」/行事案内 :パデレフスキ 。シマノフスキ作

品演奏会 (1989.7.21)、 ギェルジョー ト・ピアノ演奏

会 (1989.9.17札幌 ,9.18帯広)、 マゾフシェ舞踏団

(1989.11.17)/第 1期「楽しく学ぶポーランド語」

教室 (1989.5.9～ 7.H)の お知らせ/第 5回例会・

ポーランド映画の世界 (第一回)～ワイダ監督「地

下水道」上映会 (1989.5.27)の お知らせ

第 7号 (1989.7.4)霜 田千代磨「我が,いのポーランド」

/第 7回例会「ポーランドの演劇 (仮題)」 (ヤ ドヴィ

ガ 。ロドヴィチ)のお知らせ/灰谷慶三「大作家

プルスについて～ 《人形》上映会に寄せて」/第
8回例会・ポーランド映画の世界 (第二回)～プ

ルス原作・ハス監督「人形」上映会 (1989.9.30)の

お知らせ/イ ェジー 。トマシェフスキ「札幌滞在

～最初の一週間」/伊東孝之「総選挙で 《連帯》

市民委員会圧勝」/大井清美「ポーラン ド語講

習会に参加 して」/ク シシュトフ・ヤブウォンス

キ・ ピアノリサイタル (1989.7.7)の お知らせ/第
2期「楽しく学ぶポーランド語」教室 (1989.9.5～ )

のお知らせ/伊東孝之「ポーランド・ クロニクル

1988.7.12～ 1989.6.21」 /スラブ研究センター研究

員として トマシェフスキ教授が札幌滞在/第 6回

例会「ポーランドにおける選挙～今後の見通 し」

(イ ェジー 。トマシェフスキ ,1988.7.22)の お知ら

せ

第 8号 (1989.8.9)第 7回例会「ポーラン ドの舞

台女優ヤ ドヴィガ 。ロ ドヴィチさん と語 る会」

(1989.8.30)の お知らせ/ポーランド語講習会の生

徒募集/灰谷慶三「ポーランド映画の世界 (第二回)

～プルス原作・ハス監督 《人形》について」

第 9号 (1989.H.2)第 3回総会 (1989.10.16)報告/
ポーランド・ 日本協会の「日本週間」プログラム

/伊東孝之「ポーランド・ クロニクル 1989.6.21

～ 9.14」 /ポ文協創立 2周年記念エリザベータ・

ステフアンスカ・ハープシコー ド・ リサイタル

(1989.H.6)のお知らせ
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第 10号 (1990.1.25)吉 田宏「クロー先生のことな

ど」/第 10回例会「ポーランドの画家スタシスと

語る会～芸術家と今のポーランド」(1990.2.7)のお

知らせ/1989年役員名簿/伊東孝之「ポーランド・

クロニクル 1989.9.H～ 10.31」 ルーマニア軍事介入

を主張、共産党と農民党・離合集散の動きが激化、

国民に耐乏生活を求める、ソ連・非介入を約束/
第 3期「楽しく学ぶポーランド語」講習会 (1990.2.6

～ 4.10)のお知らせ

第 11号 (1990.5.11)富山信夫「26年前のこと」/
小見アンナ「札幌に住み始めて」/ポーランドか

らの手紙/第 4期「楽 しく学ぶポーランド語」教

室 (1990.5.22～ 7.24)の お知らせ/伊東孝之「ポー

ランド・ クロニクル 1989.H.1～ 23」 韓国と国交、

平均寿命男 67才 。女 75才、西独首相訪問、土曜

日も働いて欲 しい、日本からの援助を、ヤルタの

再来ではない、海部首相の訪問決定、実勢レー ト・

ドル 6800ズロチ、マゾヴェツキ初訪ソ

第 12号 (1990.9.29)第 3[4]回 総会・創立 3,周

年コンサー ト(1990.10.28)の お知らせ/「ポーラ

ンド週間」に助成金/第 5期「ハリーナさんを囲

む楽しいポーランド語」教室 (1990.10.2～ 12.H)

のお知らせ/ポ文協後援「守 り続けられた日本美

術～ポーランドの 〈NIPPON〉 展～クラクフ国立美

術館所蔵ヤシェンスキ・ コレクションを中心とし

て」(1990.H.24～ 12.2)の お知らせ/新入会員のお

知らせ/「ポロニカ」創刊号の紹介

第 13号 (1990.12.27)吉 本康子「クラコフに想う」

/ポ 日協会の吉田さん札幌へ/第 13回例会「吉田

勝一さんを囲む会」(1991.1.10)の お知らせ/第 3

[4]回総会報告/第 6期「ハリーナさんを囲む楽

しいポーランド語」教室 (1991.1.23～ 3.27)のお知

らせ/ポーランド週間に多彩な提案/実行委員会

づくりへ/第 14回例会。ポーランド映画の世界 (第

四回)～ポーランドの巨匠たちの夜明け～ウッチ

映画大学卒業製作展 (1991.1.25～ 29)のお知らせ

第 14号 (1991.5.14)6月 にポーランド週間～講演

会、展示会、料理講習会など多彩な催 し/「ポー

ランド週間」(1991.6.17～ 29)行事案内/第 7期

「ハ リーナさんを囲む楽 しいポーランド語」教室

(1991.5.15～ 7.17)の お知らせ/ポーランド日本協

会 8年の歩み/ド ロータ・ラスコフスカ「そろば

んきょうしつにはじめてかよって」 (日本語教室生

徒の作文)

第 15号 (1991.9.5)ポ ーランド週間を終えて/小笠

原正明「伊東孝之氏の講演に参加 して」/第 8期

「ハリーナさんを囲む楽 しいポーランド語」教室

(1991.9.H～ )のお知らせ/灰谷洋子「好評だつた

ポーランド料理講習会」/柏原朝子「内田莉沙子

氏の講演を聞いて」/安田誠子「遠藤道子氏の 《国

際ショパンコンクールの歴史》を聴いて」/ポー

ランド国立放送交響楽団演奏会 (1991.H.19)の お

知らせ/赤島尚子「ポーランド国立放送交響楽団

北海道公演に寄せて」

第 16号 (1991.10.31)第 5回総会 (1991H.8)のお知

らせ/熊倉ハリーナ「いもだんご～ポーランドの

食習慣」/ビ ゴスの作 り方/ポーランド国立放送

交響楽団演奏会のお知らせ/第 15回例会「クレセ

ントムーン絵本原画展」(1991.H.1～ 24)の お知ら

せ/やさしいポーランド語会話/富山信夫「日本

の米とポーランドのパン」

第 17号 (1992.1.13)第 5回総会報告「新年度へむ

けて第一歩を」/ス タシスおおいに語る/事務局

が河合楽器に移転/第 9期「ハリーナさんを囲む

楽しいポーランド語」教室 (1992.1.22～ 3.25)の お

知らせ/第 16回例会「ポーランド文学の新しい潮

流」 (エ ドワー ド・モジェイコ ,1992.1.25)の お知

らせ/「ガイクとショパン～ポーランド舞踊とショ

パンのタベ」(1992.2.5～ 7)のお知らせ/ザボ トニ

ク・ ピオ トル「琥珀～北方の金」

第 18号 (1992.5.7)ポ ーランド大使歓迎パーティー

(1992.5.22)へ のおさそい/第 1回 運営委員会

(1992.3.19)報 告/シ ョパン愛好会設立/第 10期

「ハリーナさんを囲む楽 しいポーランド語」教室

(1992.5.13～ 7.15)のお知らせ/三浦洋「ショバン

とノルヴィト」

第 19号 (1992.8.lo)「和やかに懇談～駐日ポーラン

ド共和国大使ヘンリク・ リプシッツ氏の歓迎パー

ティー」/ヘ ンリク・ リプシッツ「北海道ポーラ

ンド文化協会の歓迎レセプションによせて」/小
笠原正明「ス トラ ドフスキ氏を想 う」/清水保子

「ポーランド点描～ワタさんにインタビューをして」

/ラジオ講座「文明の十字路～東欧」(199210.28

～ )のお知らせ/第 11期ポーランド語講習会の予

定 (1992.9.9～ )

第 20号 (199210.9)第 17回 例会 。講演会 とビデ

オ上映会「ポーラン ドの女たち」 (安藤千鶴子 ,

1992.10.20)の お知らせ/本間富雄「安藤千鶴子氏
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なったポーランド」/第 26[27]回 例会「ポーラン

ド～ 96年 5月 」(花摘秦克 ,1996.7.22)のお知らせ

/創立 10周年記念コンサー トと映画「コルチャッ

ク先生」のビデオ鑑賞会のお知らせ/来年のポー

ランドツアーを企画/ポーランド情報 (「 ポリティ

カ」1996.4.20,5.1よ り)/読者の欄・柏木由美子

「ポプラの綿毛」/戸田長祐「窓日のつぶやき」/

吉田邦子「嬉しい出来事」

号外 (1996.9.12)第 27[28]回例会 0映画「コルチャッ

ク先生」 (霜田千代磨 ,1996。9.28)の ビデオ鑑賞会

のお知らせ/遠藤道子さんに北海道開発功労賞/
ポーランド語入門コース開催 (1996.10.9～ )のお

知らせ/第 28[29]回 例会・第 2回ポ文協修学旅行

～池田町ワインまつリツアー (1996.10.5～ 6)のお

知らせ

第 35号 (1996.H.1)吉田宏「今村成和先生の死を

悼む」/創立 10周年記念コンサー ト(1996,11.8)

のお知らせ/第 10回総会 。懇親会 (1996・ 11・28)の

お知らせ/富山信夫「ポーランド語講習会の歩み」

/佐々木保子「池田町ワイン祭 リツアーに参加し

て」/来年のポーランドツアーを計画中/ポーラ

ン ドの物価について (「 ポリティカ」1996.1.6よ

り)/ピ オ トル・パ レチニ・ ピアノリサイタル

(1996.H.5)のお知らせ

第 36号 (1997.4.18)第 31回例会「創立 10周年記

念ポーランドの旅」(1997.10.4～ 12)のお知らせ/

栗原朋友子「ある日の旅だより」/安田文子ピア

ノリサイタル (1997.6.18)の お知らせ/1996-97年

度総会・懇親会報告/マジェーナ・テイムチョ「紋

別のグルメ」/第 23期「すぐ役に立つポーランド

語」講習会 (1997.5.28～ )のお知らせ/最近のポー

ランドの物価 (「 ポリティカ」1997.1.11よ り)/

第 30回例会「ショパンについて (仮題)」 (三浦洋)

のお知らせ

第 37号 (1997.7.1)第 30回例会「フランス時代のショ

バン」(三浦洋 ,1997.7.11)のお知らせ/創立 10周

年記念第 2回ポーランドの旅 (1997.10.4～ 12)に

27人の参加希望者/第 24期「す ぐ役に立つポー

ランド語」講習会 (1997.8.27～ )のお知らせ/ポー

ランドの物価の推移 (「 ポリティカ」1997.1.11よ り)

/創立 10周年記念コンサー トの収支/ポーランド

語会話「ポーランドヘ行きましょう」

第 38号 (1997.H.1)松井俊和「ポーランド訪問団

に参加 して」/ウ ッチの交流会に 150名の観客/

依田明倫「ポーランドの鵞鳥と犬」/第 H回総会・

懇親会 (1997.H.28)のお知らせ

第 39号 (1998.4.10)吉 野悦雄「バブル景気のポー

ランド」/第 25期ポーランド語講習会 (1998.5.13

～ 7.15)のお知らせ/國田祐作「ポーランド美術散

歩 (1)」 /三浦洋「1840年のショバンと時代精神 (1)」

/富山信夫「ポーランドの国始伝説」/今後の活

動について/遠藤郁子 とマリア・ポミャノフスカ

演奏会 (1998.6.18)の お知らせ/カジミェシ 。ギェ

ルジョー ト演奏会 (1998.5.21)の お知らせ/バザー

に協力を/最近のポーランドの物価 (「 ポリテイカ」

1998.1.10よ り)

第 40号 (1998.9.10)第 32回例会「ポーランド料理

を楽しむ会」(1998.7.4)を終えて/國田祐作「ポー

ランド美術散歩 (2)」 /三浦洋「1840年 のショパ

ンと時代精神 (2)」 /第 26期ポーランド語講習会

(1998.10.7～ H.25)のお知らせ/第 33回例会・ ビ

デオによる映画鑑賞会「ふたりのベロニカ」 (本間

富雄 ,1998.9.27)の お知らせ/第 12回総会と第 34

回例会「ショバンについて (最終回)」 (1998.10.17)

のお知らせ/ク ラクフ 。日本センターヘの寄付に

ついて/ク ラクフ 。日本センター長からの手紙

第 41号 (1998.12.10)伊 東孝之「やさしいポーラン

ド史 (1)」 /第 35回例会「ポーランドにおける日本

文学の現状について」(ミ コワイ 。メラノヴィチ ,

19991.16)のお知らせ/栗原朋友子「クラクフから

カシューブまで～わたくしのポーランド熱」/富

山信夫「桜咲く国」/國田祐作「ポーランド美術

散歩 (3)」 /三浦洋「1840年のショバンと時代精神

(3)」 /1998-99年 度総会・懇親会報告

第 42号 (1999.5.30)國 田祐作「ポーランド美術散

歩 (4)」 /第 27期ポーランド語講習会 (1999.5.12～ )

講師のご紹介 (高岡美保、マジェーナ・ティムチョ)

/第 35回例会「メラノヴィチ先生の三つのお土産」

報告 (霜田千代磨)/第 36回例会「ポーランド演

劇の現状について～ヤ ドヴィガ・ ロドヴイチ女史

の講演」(1999.3.2)報 告 (霜田千代磨)

第 43号 (1999.8.30)伊 東孝之「やさしいポーラン

ド史 (2)」 /第 38回例会「ポーランドのフオークダ

ンスのタベ」(1999.10.H)の お知らせ/第 37回例会・

ビデオによるポーランド映画鑑賞会「聖週間」 (本

間富雄 ,1999.9.25)のお知らせ/本間富雄「聖週間

とユダヤ人問題」/岡田照幸「アオモリ・ミュージツ

ク・フェステイバル」/第 28期「すぐに役に立つ

(8)
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あ
と
が
き

◇
み
な
さ
ま
の
ご
尽
力
で
十
五
年
史
が
で

き
て
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
「ポ
ー

レ
」
に
は
創
刊
の
頃
か
ら
関
係
し
て
い
ま

す
が
、
編
集
し
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
と
感

じ
た
記
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
総

集
編
で
す
か
ら
、
面
白
く
な
い
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。

協
会
の
発
起
人
の

一
人
で
長
く
事
務
局

長
を

つ
と
め
ら
れ
た
吉
田
宏
先
生
に
、
本

誌
を
お
見
せ
で
き
ず
に
残
念
で
す
。
吉
田

先
生
は
、
『
ポ
ー
レ
』
は
い
か
に
も
ポ
文

協
ら
し
い
」
と
い
つ
も
誇
り
に
し
て
お
ら

れ
ま
し
た

（小
笠
原
正
明
）
。

◇
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
画
家
の
方
た
ち
を
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
お
世
話
し
た
の
が
き

っ
か
け

で
会
員
に
な
っ
て
１
６
年
。
こ
の
間
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
大
き
な
変
動
を
、
ポ
ー
レ
を
通

し
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
文

化
や
芸
術
、
人
々
の
生
活
に
直
接
触
れ
る

機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

記
念
誌

の
編
集

に
か
か
わ
る
こ
と
に

な
り
、
ポ
ー
レ
を
読
み
返
し
て
み
ま
し
た

が
、　
一
生
懸
命
企
画
し
た
行
事

の
数
々
、

訪
間
者
、
旅
行
な
ど
を
次
々
に
思
い
出
し
、

ポ
文
協
の
奥
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た

（小
林
暁
子
）
。

◇
こ
の
た
び
は
、
こ
の
十
五
周
年
記
念
誌

の
編
集
委
員
を
努
め
さ
せ
て
頂
き
、
「
Ｏ
ｒ
”

第

１
号
か
ら
現
在
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
記
事
を
読
む
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治
経
済
、

文
化
、
歴
史
に
つ
い
て
、
ま
た
人
々
の
交

流
な
ど
、
貴
重
な
体
験
が
ぎ

っ
し
り
詰
ま
っ

た

一
冊
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
記
念
誌
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流

の
道
標
と
な
り
、

今
後
の
活
動
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
ゆ
く

こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す

（小
林
美
保
）
。

◇
ポ
ー
レ
編
集
を
担
当
し
て
、　
一
番
の
役

得
は
、
多
数
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
お
会
い

で
き
た
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
十
五
年
の
間
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
大
変
革
を
、
取
材
を
通
し
て
、
身

近
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た

（佐
々
木
保
子
）
。

◇
こ
の
記
念
誌
を
編
集
す
る
に
あ
た

っ
て
、

創
刊
号
か
ら
最
近
号
ま
で
目
を
通
し
て
み

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
通

の
会
員
に
よ
る
、
豊
富
な
内
容
に
改
め
て

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
全
部
を
記

念
誌
と
し
て
残
せ
た
と
お
も
い
ま
す
。

「
こ
の
記
念
誌

一
冊
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
通
に

な
れ
ま
す
よ
」
と
宣
伝
し
た
い
気
持
ち
で

す

（斎
田
道
子
）
。

◇
本
誌
刊
行
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
記
し

て
お
き
ま
す
。
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化

協
会
は
、　
一
九
八
七
年
十
月
二
日
に
設
立

さ
れ
、
二
〇
〇

一
年
秋
～
二
〇
〇
二
年
秋

の
年
度
が
十
五
年
目
の
活
動
期
間
と
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
十
五
周
年
記
念
誌
を

発
刊
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
出
さ

れ
、
会
誌

「
ｏ
ｒ
国
の
編
集
委
員
を
中
心
に
構

想
が
練
ら
れ
ま
し
た
。

実
務
的
な
作
業
に
着
手
し
た
の
は
二
〇

〇
三
年
で
、
下
記
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
成
る

編
集
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
二
月
二
十
六

日
に
第

一
回
の
会
合
を
持
ち
ま
し
た
。
以

後
、
第
五
十
三
号
ま
で
の
「
Ｏ
ｒ
国
全
号
を
通

読
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
分
担
し
て
作
業

を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
は
画
家
、
美

術
史
家
で
お
ら
れ
る
國
田
祐
作
先
生
に
お

願
い
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
風
物
を
あ
し

ら

っ
た
素
晴
ら
し
い
表
紙
を
作
成
し
て
頂

き
ま
し
た
。

完
成
し
た
本
誌
を
見
て
い
る
う
ち
に
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
民
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
の
音
、
バ
ル
ト
海
の
奥
底
に
琥
珀
の
城

が
あ
り
、
そ
れ
が
壊
れ
た
た
め
に
今
で
は

海
か
ら
か
け
ら
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
と

い
う
話
で
す
。
百
余
り
の
文
章
が
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
多
面
的
な
表
情
を
映
し
出
す
本
誌

は
、
復
元
さ
れ
た
琥
珀
の
城
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

（三
浦
洋
）
。

◇
た
い
へ
ん
遅
れ
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

記
念
誌
が
完
成
し
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
思
い
が
詰
ま

っ
た
貴
重
な

一
冊
で
す
。
ポ
文
協
の
活
動
が
次
の
ス
テ

ツ
プ

ヘ
と
発
展
す
る
た
め
の
礎
と
な
れ
ば

と
願

っ
て
い
ま
す

（安
藤
厚
）
。
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灰谷慶三 (委員長)

安藤厚  小笠原正明
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三浦洋

表紙デザイン

國田祐作
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